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図1：SCM最適化システムと意思決定レベル  

2 ロジスティクス。ネットワーク最適化システム  
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3 配送計画最適化システム   

配送計画最適化システムとしては，計画系のためのMETR．0（MEt．a．Tl・uCkRoutingOpt．iI一一izer：メトロ），  
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計画を高速に求解することができる．MI∃TRO－＼用朋は，富士電機（株）との共同研究の成果であり，自動販売  
機への補充ルート最適化をターゲットとしている．  

4 スケジューリング最適化コンポーネント   

スケジューリングは，硯場に応じたフレキシブルなシステム構成が必須である．そのため，我々はスケジュ  
ーリングを行うためのシステムを提供するのではなく，ソルバー部だけをAct．iveXとしてコンポーネント化し  
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たもの（0Ⅰ）tlSe（I：オプトシーク）を作成した．Opl，Se（1の．ソルバー部分は，野々部一茨木［1】の資源制約付きス  

ケジューリング問題を解くためのメタヒューリステイクスであり，多様な条件のついた実際問題を高速に求解  
することができる．   

また，他のシステムに対しても同様に，ActiveXコンポーネントとしてソルバー部を提供する予定である．  

5 在庫最適化システム   

サプライ・チェインにおける在庫の適正配置は，最も厄介でかつ重要なものである．通常，在庫モデルは  
需要の確率的な仮定の下で構築される場合が多かったが，我々は最適化を切り口としたアプローチを行ってい  
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 簡単なルールで運用される（すべきである）ので，最適  オペレーショナルレベルにお  
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曜日による需要の変動などを考慮した適切な運用ルールを作成することが肝要で  
OfSales）情報を利用することが望ましく，そのためのシステムは，MBIく  

ループ）と共同で開発中である  

図2：開発したシステムのGUI画面の例（左：Ml王TRO－VMl，右：01）tS〔ノM）  

6 ぁわりに  
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とによってサプライ・チェイン全体を最適化することが理想である．たとえば，配送計画や工場内のジョ  
スケジュー リングを最適化することによって得た情報は，サプライ・チェイン全体を最適化する際の重  
一夕（ある地域に対する配送費用，ラインの稼働率）を与え，逆に，サプライ・チェイン全体を（長期  
野で）最適化した結果は，配送計画やスケジューリングに対する根幹のデータ（顧客をどの配送センタ  
り振るか，どの工場でどの製品を作るか）となるのである．今後は，個別システムの連携をさらに強化  
合サプライ・チェイン最適化システムとして利用できるようにしたい．  
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